
I-2高圧下における構造因子の S(Q)と
電子状態の実験的 ･理論的検討

京大 ･理 . 遠 藤 裕 久

液体金属のイオン系の構造とそれを反映した電子状態について種々の圧力下

での知識を得ることが重要であるように思われる｡ ィ､オン問ポテンシャJVは圧

力の増加とともにどのように変化してゆ くのであろうか.

､叉,庄力下での伝導梅横は単純夜自由電子近似で取扱ってよいのであろうか｡

液 体金展の櫓造因子 S(Q,)についての圧力変化の測定,陽電子消滅の圧力変化

か ら転塾電子,穀内電子の圧力下での情報を得るというような試みは殆んど夜

い ｡

S(Qjの圧力微分 (晋 l)T は三体以上の高次相酢 ついての或る知識を与

えることは S(池ofield.,E.gelsもaff等vCよって指摘されている｡ 我々は最

も単純なアルカリ金属 Na,K,R~D,Cs等の S(局.)の圧力変化の測定を計画

命 Tの圧力変化等を調べたい｡特vC伝轟電子 と嚢内電子vCよる消滅の割合を各

圧力下VCおける液体と固体状箇VTLついて比較する｡かかる実験的研究は イオン

間ポテンシャ/レPseu-a-O-Potentialの体頓依存性等の理論的解明vC対して

も有効であろう.他VC圧力下での非晶 Ge等の S(Q′),および半導体- 金鹿

への電気抵抗のモッ†遷移等の研究も計画している｡

上述の実験計画が液体金属 イオン間多体力と高次相関とどのような関係があ

るかVCついては,EE申,渡部,橡滴,長谷川氏等の話趣や計画vCbいての報告

VC明瞭vC紹介されているので,こ こでは省 く｡この研究会後我々の グタレ⊥プは

東大物性研の箕村研東宝の協力により,液体 Naの S(Q,)の圧力変化の結巣を

得た｡ Mc)Kα を用い透過法による種々の補正が必要であるが,兎VC角 preli-

minary夜硬まの結果の一部を下図vC示した . 非晶 GaのS(局,)'は 4-5000

気圧の圧力下では願著を変化がみ られ夜いことが見出されたことを報告 してお

く｡
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I-5 高圧下における融解現象の理論的研究
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京大基研 松 田 博 嗣

融解現象を微視的立場か ら理解し,それを統一的VL把握することは統計物理

学者vC琴せ られた重要を課題の一つであーる｡宇宙天体の研究が進みつつあlり ,

例えば中性子星における 1027気圧にも達する高圧が予測されている現在,圧

ヵの領域は低圧 (電子軌道の遷移を含まぬ領域 ,通常 104- 105 気圧以下),

中庄 (価電子の電子軌道の遷移が起る飽軌 104-106気圧),高圧 (内穀電子

の電子軌道の遷移が起る華 軌 1･06- 108気圧),超高圧 (原子が完全に イオ

ン化される領域 108～ 克圧)および超々高圧 (中性子量のように物質は骸物

質化している領域)と分招.て 考えるのが適当であろう-O瞳空の額域におけ る圧

力の魔 対値は,物質にまって異をるO 当面われわれの目標は低圧と串圧等あ る o

低圧においてば物質における分子の凝集力の起源のちがいが融解現象にどの

-B19-


